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序文

宗像市は、白砂昔松の美しい海岸線や述賀郡との境をなす四塚の山々などの自然

に恵まれたところです。 また、昔から ,,-, ~1大陸や朝鮮半島などの文化をいち早くと

りいれて栄えた地域として長い歴史をもっています。

その中で古代から海を舞台に活躍した 「胸肩一族」の末裔にあたる「宗像大宮司

家」は、中国大陸や朝鮮半島における対外交渉により、この地域での地方領主とし

ての地位を確立していきます。そして中世から戦国時代にかけ、この地域の利権を

求めた周辺地域領主である少弐氏や大友氏などとの勢）J争いが幾度となく繰り広げ

られていましたu

本占は、陵厳寺馬場笠追跡2次潤査の内容を収録したものです。調査地点は、 「第

八十代宗像大宮司氏貞」が永禄三 (1560)年に本城を梢えた「為ヶ岳城」のあった

城山の南西麓にあります。謁l査の結果、その時代の建物の逍構や遺物が確認され、

当時の様子を知る」：で貨頂な成果を拳げることができました。

この成果は、本市の歴史を知るヒで貨璽な資料となるとともに、市民の方々へ文

化財保護に対するご理解を深めていただく 一助となることを念願いたします。

平成20年3月310

宗像市教育委供会

教育長城 月 カヨ子



例 言

l. 本占は平成18年度にo;mri鋤事業を受け実施した、陵厳寺馬場笠辿跡2次潤在（宗像Ii陵巌寺

706-li番地ほか）の報告苫である＂

2. 発掘祁l在は宗像市教＃委員全が¥業主体となって実施した．

3. 陵厳寺馬掲笠遺跡の怜悩JU息文化財番号ぱ、 ::l::!0777である。

4. 本恨告内の追物番けは挿1刈や逍構番｝｝に関わらず、すべて通し番サであるし

5. 追構(I)名称は次のように記け化した。

SA: 柵列 SB: 掘立仕建物 SK: 土坑 SD: 洲 sx: 不明迫梱

6. 店準点測試は (-:ff)..:_田測屈に委託した。平成14年訓土交通竹和1濱第9号の規定による第II座椋

系を用いているじ方lfrはすべて磁北である。

7. 現地での発掘作業は地）(;ff点(I)協）Jを得た，9

8. 叫切暉II凶は坂本堆介、 1部本格、消I.LI洵．川口闊f-.許伐麻衣が行った

9. 造物の実測は坂本、岡¥、長谷川姦、河野祐一郎．浅弁弥生が行った，

］（）．逍構およひ迫物の写真撮影は坂木が行ったが．全屈写其は（有）空中与呉紅lljに委1,1したほか、

スカイマスターを使JUし撮彩した。

Jl. 迫梢、逍物の製団は中原姜知子が．追物の整別は西村広f、［口(t貞子.l:FI幻絃T-、東和 f、濱Bl

広菜.IJl品毛伊子、汲れが行・った

12. 追物の~I測値、所見Q)詳細は、 表を参照されたいヘ

13. 4,: 苔の執平及び編集は坂本が行った，

l4. 本潤代において出 I:した追物および実測図．写真容の音料は、宗像Ii教弁委は会（巾民活動推迎

課）で1割符して¥Iる。
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第1章序説

1. 経過

I)界ぽに至る経過

平成17年121=127Fl、宗像市市民活動推泄，謀に宗i如市陵厳寺70(,-6番地ほかにおけるJlj!蔵文化財の

oo会があり、該当地は周知tJ)文化財包蔵地「稜厳弁馬場笠追跡」の範囲内にあり疇開発に先立ち文化
財のイ1無を確認する必婆があると回答協衆の結果、平成17年12月2SI」に確認関鉦を実施した結果、

2面にわたる退枇面の存在が確認されたため、中沿者より文化財保椴法第9::l条第1項(J)/jj:j/[¥を受け、

福岡県孜脊姿貝会に避達し．発掘潤在との通述をえた。この旨を申胡行へ伝逹し、協牒した結栄、次

年度に国庫補曲を受けて発掘満代を夷施するとの結論に達した

2)閾査の経過

平成18年度：平成18年6月1LIから同年9月29日にかけ発掘訓介を実施した、，1{ソクホーによる必

t除去、迫構検出．追構潤在．遺椛実測図作成．写真撮影を行う。
平成19年度：斗成19年6月IFlから1,.;1年9月291:1にかけ報告習作成を実施したe 追物実測岡作成、

実澗図消＆、執市、道物‘り浜撮影を行う、

文化財保護法にかかる手続き

埋祓物発見屈

埋祓文化肘採管証

発掘調査終r通知

2. 糾織と構成

平成18年12月 7日付18宗市活第875号

平成18年12月71:1付18](1市活第879け

平成18年12月191」｛寸18宗市活第923号

1)平成18年腹発掘讃忙糾繊

総 括 宗像市教育委目会 教育長

市民協恨J滞長

市民活勁推進課長

文化・スポーツ係貶

庶務 ・会計 屯ff:技師

調査担当 咄託

2)平成19年度報告占作成組謡

総 括 宗俊市牧弁委員会 教育長

市民協備部長

市民活動推進課長

文化・スポーツ係長

庶務・全ilt -i任F.'i't

喝託

報告者作成担当 咄託

-1-

川崎雅光

藤野英芙

占f11f111広

佐藤久光

岡 崇

坂本雄介

城Hカヨ子・

桜野英芙

片上均

佐藤久光

安部裕久

三巨匝子

坂本碓介



:3. 位滴と環境

ぶ閲在地は、宗橡市の北束祁に1-<r:i"tし、遠買郡岡ffi.町との境をなす城山（標麻369.3m)の面西龍

に形成された河成役丘I・.に立地し．城山の砥まで入る谷の殷奥近くの東斜rfriにあたる，制介地のすぐ

北側にはm永宮があり．「ti松但馬守尚中」と彫られた1惰りがある また、悛厳-:r-地区の小字名には
I大1"11.「馬場1、「i守れ、 「体場」、「茶届辻」．「寺ノ前」なとがみられ．城や城下町を追思させる名

が今でも残ヽiている

近隣における発掘渭代例としては.4甜在地の、ILに隣接する悛蔽井馬場笠追跡 1次潤1li.と7世紀後

平頃の古埼iJtを聞介した陵巌、，J；洵が塚逍跡がある

1 陵厳寺民場笠雌跡 15頃じヶ谷古内群 29 陵厳.';,t:1含

2'f! 等寺下ハIf迅跡 161 Jぶ迫材 30 ・.a11丸ノ柄口

3 ギ~'}-'i Iこノ山辺防 17 二郎丸改I上j遺跡 31 陵厳"r年ハ宵
4 、rr,,;;寺)llflJ:l追跡 18 二郎丸棠、1」B辺蹄 32 =n~ ぃ刃斥
5 •I'":}.';. 頭ノ谷 二Ill¥丸-.1祈II 郎JL/11瑞19 

ー1f-133-34 — 

6 'I'守!,~ハ11 20 一郎J.し・.1構「l 駿厳-!j・洞む塚

7 ・1'7J. -'rl泉迫踊 21 -f!ll).L多々罹 35 餃蹴寺字Lit跡

8 中等か長urJ追閑 22 -rJ[IJ.L六m 36 fj J.Lf削迫妍

9 、ド等り/lj(必跡 23 一郎丸迅跡群 37 陵厳~,茶凩辻造跡

10 半ttl古J日群 24 刊迅丸今井城 38 陵厳ヤ序靖辺防,, 平等紅'Ill古li:lnrr1 25 -= ~MJ.1 1iiJITT追跡 39 がlllJ'(i'!粉

12 '1!1'J, !j-JoJ/肛迫跡 26 =. 郎A前IT! 40 f-i)t追跡

13 '['"7>-'i'瀬戸追跡 27 茶1'1111賊協 '11 ti丸谷迫跡

14 二郎丸（.!J・足 28 赤），!¥Ill占城

第 1図周辺遺跡図 (S= 1 /2,500) 
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第2図 第1次遺構面遺構全体図 (S=l/150)
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第2章調査の記録

1. 第1次逍椛面の講査

第T次迫構1f1iは．現＆七ド30-50cmで桶認された 沿~ ~Ii{・東端付近から斜面を埋めVて整地し、

平坦而を形成していふ第 1次追覇面の追梢ばこの整J也吊から割り込まれている。栢在の結果. ♦llttクI]

(SA)、掘立杜姓物 (SB)、上堀 (SK)、滞 (SD)、不明迫惜 (SX)を検出したu 以下、キ要

な遠構について述べる=

柵ダ1J

SA I (第 刀苅図版：{)調牡区巾央西叫の胡資区外へと延びる 411-IJCJ、.f-O)lllllダりであるJ 後述する

SD£iと並列している。軸}j位をN-10°-Wにとる。柱穴の平而ブランは、径20-30crJ1のほぼr1

形を里し、深さは辰大で50011を測る。削I長は東から LI、1.24、1.24mを測る。本辺ほと並行するS

D ('iとの1対述については不明である。

叫I~追物（第,1図．図版5)」用七中から十．師器の小mt.杯が出十．した，

掘．柱建物

SB l一 l(第5似l、図版：n講直区中央部北に展開する 2間X3問のlf1i立柱紐物である。SB
l-2とlo!位誼に展曲してtIるが柱間が一定しな＼ヽことなどから紐待えではなし Iかと考えられる．朴j

行ll位をN-8°-Wにとか各柱穴の平面プランは、径45-70cm(l)ITJ形や梢円、隅丸方形を呈す

ものがあり、一定ではない 柱穴の深さは最大で54cmを測か柱間は短軸側が2.1.l.Y9 m. 長軸側

がヽ1.1-3.76rnを測るn e、K、 1には楚椒に使用された板状の11が残存する，r , g、h、jには
柱の振跡が確認できる。

出i:逍物（第4閃J苅版5)t師器の小!Ill.坪が出」:.したu

SA1 ニニ~=--
1 

__£_6 
S81 

了了

ュニニ:5-・・
7 

只 d
ヽ`ー にヤ

14 

',、 1-:=—ゴタ
3 
¥,.. ¥-r一ダ

4 

ここ

~ : ぷ了ニコ：
~ 5 7ー：

S82 

。

=-~ s 

;;;::::::; 斥

10cm 

SB3 

二フロ
17 ::r::=:=千，プニ

＝ニー一•:· ,:, I -....,_← -----;P :=:£_ =~· 
21 22 23 24 25 

第4図 SA i•SB1~3 出土遺物実測図 (S=l/3)
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SBl-2(第6図、Ii:<!!散：:1) SB .1-1と柘lfw.置に展開する 1rmx :rnりの掘立柱建物である0 桁
行方位をN-1°-Wにとる。各柱穴の内(ijフランは．径45-70cmのITJMややや長い楕円を呈すも

IJ)があり、 定ではない。ホI::パの深さは最大で51cmを測る．柱間は短翰側が4.1m、長輔側が4.34、

4.86mを測る SBJ-1と違い、楚椒に使用された板状の石は確認できなかった e. rには柱の
痕跡が確認できる.SR 1-1との前後関係は不IIりである。

出土迫物（第 •1 図、代1板~ )」:師器の小1111、杯が出士した。

SR 2 (第7図屈版3)SB lの酎東2mに展開する 2間X2間の掘立柱建物である。桁行方位

を N-13• -Wにとな各柱穴の平面プランは、径50~65cmのl'IMや惰円を星すものがあり｀ 一定

ではない．柱穴の深さは飛大で50cmを測る，柱1111'よC d [llJと1ヽall:11が3mで残りはすぺて 2.2mを油l

る 。 i には拳＊の蹂が ~00あり、根(j6') uf能性がある C d間と ba間は柱間が広く. dとhは柁筋

から僅かに内fllllにずれるため棟持杵などの可能性があるr

出上追物（第4鳳図版5)上fり紐器の小Jm、J:.i;ti'/IU:.した．

上塙

SK I (第8図、図版s)閥査区中央やや西側に位沼し、隅丸長方形を呈す。村1ガ位をN-5°— 
Eにとり．規模は床面で短軸69匹 l,長軸1.3m. 深さ23cmを測る.J禾面には小疎が敷かれているよ

うだったが、整地培の中に礫居が続くため本遺構とは無関係であることが判明した．

Ill上遺物 Ulill器が11¥七したが、小破片で1茄ポできないため割愛した。

SK 2 (第 8 図-~1版 3) SK 1 の北80cm に位誼し、隅丸長方形を呈す，ン 袖方位を N- 5• -Elこ

とり，規模は床面で短軸71cm.艮軸1.3m、深さ 16cmを測る，本追構は、 SP115との先後閲係にお

いて1紺出するが．床面に現れたSP115の埋上まで掘削してしまい、逍物が混伍してしまった

m上迫物 」；沿片がIL¥上したが、小破片で11-11ボできないため割投した。
SK :i (第8図、I叫版4)讃忙区巾央南側に位誼し、長方形を＇琵す ，I哨方伯をN-5°-Eにとり、

2段に掘り込まれ、規棟はJ禾iliiで、上段が長軸1.6m.短釉85cm、深さ 17cn1を、下段が及軸1.0Sm、

短軸60cm、深さ37cmを測る3 下段西半には20-l仮mの礫が数個確柊され、床1面付近からも確認さ

れた．北西・南東・南恨糊では1祈I爾方形の鉄釘が出士した。土陪観察で柁の痕跡は明確に確認できな

かったが、多III)出士位笞や床而t,t近から確認された條IJ)状況から推寮すると床面に礫を誼いて棺台と

した木柁雄と考えてさしつかえないだろう、9

/II上追物（第9図、I区IJ坂:3)鉄釘、上師硲の月がILi」”．した。

Si-; 4 (第 8 図、図版 4) 闇査IK'i•央東側に位誼し、歪な長方lfJを里すu 規校は床I前で長袖1.6m.

短釉76cm.深さ15cmを測ふ削平を受け、残存状態は非常に即＼が．床面には上器が散らばり、埋

上には炭が多く含まれ、埋十．を水洗したところ炭化米が混じっていた。

幽I:迫物（第9 ·101図、図版 5·6) 瓦質土硲すり沖・火鉢、備前大堕• 四耳壺、石臼が出—t した。

SK :'"i (第8閃） SK 3の南に平行に位四し．調杏区外へ広がる。確認された範皿では長方形を足

す 階段状に掘り込まれ、規校は床面で K段が屁杜72cm、短軸24cm、深さ16cmを測り、下段が長

袖1.12m、短柑124cm.深さ32cmを消IJる。追物はll¥上しなかった。

SK 10 (第8閾図版.J)閥査区中央西側に位社し、西半は閥立lメ外へ広がる，確，認された範間で

は半円を呈す。規模は床面で械大L45m、深さ28cmをi¥llJる。

出七追物 -J: 器片がll',土したが小破片で閃示できないため割愛した＂

-9-
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溝

S01 満査区北側西に位牲し、東西方向にのびる。東端はやや丸くなり膨らずふ 長さ2.2111、深

さ般人23cmを測る

沿土逍物 七器1ヤが加I:したが.,Jヽ破片で図示できないため井J愛した ，

SD l SD JQJ南側にほぼ平行して凍洒方向に(I)びる。東側を SB1-2 aに、 西側は揖品溝に切

られるn互H'f-長3.3m、深さ最大28cmを測ぶ

Ill上遠物 土沼1ヤが/.I.Ii:したが．小破）ヤで図示できないため割愛した。

s [) ::i 淑査図J1央1t.Jよりにi虞し、逆 ［コ」字形に展開する C 南東端はSFl 2 gに．西側は視乱
溝に切られる。長さは北側から4.6m、9,4II¥、6.3111をiflllる。深さは5-t5crnを測る，南開部分では．

輯5cmほどの細い消が確認された板Jj和の痕跡とも考えられるが、他の場所では確認することがで

きなかったため可能性は低いものと考えられるu

th-J: 遺物 （笛17位L図版8)埋上から1.rw11器杯、瓦四上沿火件がrn-1:した，

sf) (i 説在区中央付近に位骰し、南側にSAi、北側にSKJOがある 東西方向にのひ西側は謂
査区外へとつづく。 長さ5.7ID、輻最大1.2m、深さ最大32cmを測か浙面は逆台形を坦しているニ

この溝を水場として利用したとすると，北側に広がる小囲群は排水のために敷き詰められたも())と考

えることができる。

出七迪物（第J71RI、図版8)埋上から l:Ml硲小1111・.l;f、瓦器椀が出十．した＂

• I 

- 1 

D IUcnr 
I, r—I I I I 

第10図 SK4出土遺物実測図 (S=l/4) 
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2. 第 U次逍構面iの讃介

第 「lfriより東部で30cm、;I罪部で5釦mほどの厚さで整地層が(Ni.していた<I)で、これを頂攪により

取り除き追構が確認された地ti血1までさげた，精査の結果、 ti翻 J(SA)、掘立柱廷物 (SD)、jt戸

(SE)、溝 (SD)、不明遥構 (SX) を検出した，以下t喫な各追構について述べる
柵列

SA  2 (筍lll火1、|、:xi版-I)SB  3にi1り板して南北に展開する ,1IUJの桐列である。桁行方位をN-

1°-wにとる 柱穴の深さは最大で42cmを測る ，帷長は北から 1.0、l.5、1.3.1.5 mを澗る，

/1は追物（第 4図、図版5) 」：．．師器が11¥J:した。

SA 3 (第llrKI、図肋：J) SA 2に1紺i接してL字に屈開するSUりの旧列である。柱i(IT)深さは最大で

37cmを隕る。釉!-<は北から 1.3,1.4 m、ここで凍折して1.2、1.4、1.lmを測る。aには杜を固定する

ための小代が検出された。追物はIHl: しなかった。本追梢は、 SA2から繋がる 述のものでSB3 

とセットになるものと考えられる→

掘l'f.H建物

SR 3 (第121:刈、 r~ll阪 1 ) ,cf,~ 餃I~中央部．化に展IJりする 1l#JX 2 lRJq-, 掘立柱建物である。桁行}j位を

N -s• -Wにとる楚板TJl1)残{f,するものもある＾柱穴(J)深さはぼKで:1scmを測るc 杵間は短軸

f!!IJが2m. 此軸側が2.8、2.2mを測る<

出土迫物（第 1図 l図l版5l Iこ/Jill器17)杯が出J:した。

JJ-1 i 

SE  1 (第1a阿 1-21版0 閥査区中央南側に位沼し、什濯は洪花区外へ広がる''I嘩はほぼ円形を

弔す約50゚ の角度で50cm程町）下げたI))ち.75-80゚ の履で1.7m程掘り下げている 疇 rJ)

プランも1り形で、南側に50皿の石組が 部残('fしている ，まな 北側には割れた臼が杭により固定

され、 6糾とともに枠を形成していたと考えられる。埋 I:は黒色粘質土でJ.:部から底部まで変化は確

認できなかった。そQ)ため、 l紺屯II、卜に一括して埋められたも(/)と考えられる“

/!'ii滋．追物（第 14-161-XI. 図版6・7)埋J_巾より上師器j、1IJl.坪、士帥質土醤白磁椀・1111、能
呆窯系廿磁椀小杯、 I,肪;J安窯系百磁愧、1謡1大疫、木製品板材・臼 .1んが出上した。

消

SD 10 渕代区中央付近に東西方向にのぴ、西端はピットにl;)Jられる，長さは2.8m、幅は穀人で

7釦n、深さは最大10cmを測る。残(f状況は北常に地いc

出士追物 （第11t1<l、t・咄1肋~ ) 埋 1:中より上師器財ヽがII¥上した

SD 15 宮墳I又西側に南北方向のび、 ,ti蛸は消滅する。長さは2.8m、111計は最大で65cm、深さは最

人6c:mを測る。残ff状況は井常に悲い

/1¥上迫物（第17凶、図！阪8)埋上小より」：師器小皿が出 l.したで

仰,1迫椛

S X 15 讃雀区南側に位；伶` し.mな形を展す，深さは蔽大30cmである。追柄の性格は小明である。
ll¥上迫物（第17図図版8)J朋I:中より+.師器溶．瓦器髄卿'f託沿すり鉢が/1'1上した r

糀地局（第181'1!1.t又l版8) 第 l次追構而から第 [I次遺稲面の間に存在した整J也l呂から出」」した迫物

であるり姐物は庫Ji器小IUL・J;f>、J揺計宛、M凡L硲火鉢、上師質」：器ltn鉾・すり鉾、白磁椀、肥前

-13-
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糸i:tJfi磁器浅形椀．石鏃.liJふh,h鍋がli'olした

表採（第19凶、 1祉版8)第1次迫構面の造I愕検出小やr,',」1rl吐に出 I:した追物を表採として取り扱っ
たc 遺物はr./11p沿杯、須忠沿盤、瓦質-1:沿限脚、白磁椀、罷泉窯糸音磁椀、 I[~前系陶磁器徳利、粉りl

店沖111茶碗、褐釉保J器椀、朋製行斧、（ふ樅、 fil~1iがII\ I: した

第3章 ま とめ

二こで本満在地における I:要な迫描IJ)うち時）明を特定できそうなも0)についてまとめる

第 I 次逍構T~I

SAi及びSII 1・ ~ は、 罪Ii苦小llll・ 拓、 Ylh滴*H椀、 j'.-1 磁婉がfl~上した．土帥沿はロクロ成形

で．底部切り離しがl!.'.11転糸切りである．， 法鼠から16世紀以降になると考えられる。白磁は幣地府の混

人とも考えられか

SK・1は、瓦質土器の火鉢、すり鉢、備前焼の人翌、四耳壺、打臼がIlltした。火外はi本部が筒状
から柑状に移行していくも(I)と考えられ、 Hillt紀,i,頃から 1711!紀.-Oiii前焼の人複、 (Ill.Q壺もlriJII寺閉

(})ものと与えられる，

第1ら欠迫構曲の追1屑については、 12世紀巾頃から17世紀までの時期を考えられるが．時期に開き

があり、伝j[t品や整：地階に含まれる辺物が滉人している11J能性もあり、明確な時期をふヽ閲ヽュあえ

て時1りiをlりげれば、同峙期のll¥上逍物が艇r日する16jlt紀中頃を叫lと判断したい。

第1]次迫構面

SB3は．底部切り離しがlul転糸切りの I:帥器が出 I:した 細9れのため1洋細は不明だが．形態から

13 llt紀末からuIll: 紀中頃かU
SEIは、.L師器、瓦団」：料すり体．白磁椀、 H磁 1嫌、常滑人甕が/+',土した 土帥器1JヽJUl.! ボは法

阻から 13世紀中頃から 14世紀よか、，白磁、占磁からは11ti! 紀後半から 14世紀後平 常滑娩大咀から

は、 14世紀中頃以降と考えられる。

S X 15は．土帥器杯.Jl器椀、須恵竹十，器すり鉢がH¥i:した' 1・. 師盗は法蛍カ・ら 13tit紀木で、浴

晩が肛くロクロ成形t.'t'f'.il/)シャープさがあより見られない 凡器椀は、 11I¼! 紀末から 13ilt紀後半と

考えられる 須恵質上笛は小片で詳細不明だが、東幡系のものか S83, SE! よりもやや古い可

能性がある。

第II次逍栴J(Jjの追構については.11 llt紀未から 1511.t紀1liJ半までと考えられる。しかし、 番占い

貿易陶磁器は仏II!しているuf能付がある。従って13111紀巾頃からと判断したい

以上のことから．本追跡は13世紀後半から 15世紀前平にかけて営まれた(J)ち、 16世紀になり大規

悦な整地が行われ再び利用されたと考えられる。この時期はちょうど 「大宮司氏俊」が 「足利諄氏」

を硲ヶ岳城に招さ人れた時期 (133(i年）と、-*宮Ji]氏貞」が條染し一族の本城とした時期 (1560年）

に符合する．， 城を枢備すると同時に城 I・も整伽した"I熊性を十分考えることができるが、濶在例とllii

積が少ないためはっきりと酋えない，，今後の西社などによる惰料の増加に期待したい

l!3-
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表 陵厳寺馬場笠遺跨2次調査造物観察表1
， 

卵 I 口径 ,mo 直祷

I 

NO 
虐環 器 霞径 忌さ 彩厨I弓賓 巨 碑 色綱 僭考

(om> (cm) 向）

I SA-td 七闇沿 小置 tl/,iから屈耶I',,多·~ひf;,,ている，
fl外I蝕Tifr.rデ郎llin直紐ー，'lli-~ 屯ヽI, lJJUIJ以 ~'>14'11, 及びヨIりを多く

r≪, 内外一朽苓を
“・・デ．り9曲氏剛會拝函I))り及び伶状r』.IJl,合じ碩店である

I 2 S..\-1• ·1-~,~ Jf n峠加小閲~' 内外曲U"-+"
1l1u11l~ 下')りnlitf言1むを多く

々や且 内外lll?l色au f滋杓が少しH立つ
！ ., 

I 

3 迅 ・Ir 土団孟 "' 18,l) 母li:l/2必•~11.
l'l!l邸ゴ粍により出堕千町.t, 託釦,q令； Imm以卜の伝色や紗杓..!, び ややn ＂外怜褐色
名切り Ill<>~ く含c ゃや'• •

1 SA-~< l:Ji霞
碩 I l'd~I) i'iil!J/3訊 1T 1r11>tolif!ilfi、ナデ外t.i:/Jl惧転＊：切I) lm1ul;! l·•>.,11 i.tび鍼li¥vf耳rJ

Mf 内外叫¢色
を-'Lt}t',f-7である、

5 SA-111 J:Wlili 
,.., 

応ぃ穫•Jヽ既,..-. I'm面阿,,オデ 外ぷか回転午切り l.!111武(f•flJt.>粒＆ひ贅旦の宮母
1~1 内外一ふR包

を合し暉で9ろ

6 SA-lb 十節苔
＂ 

底紅J,関1,・ 全捐I唸m=より調竪f,lllJ. lmmn,fQ)砂""-・及び宮Nを名<
0 ,, ングを生Ii

8むぐや「Iい
＇身や2 1'1tlーP尾色 ており．切鴎か

ら~J幻｀り）可I紐

ー訴ー

7 <;A-tb 泊克It+器 '1'11!1 皿小閾i'. ,,;,n1r1怠li!m=より関空4渭i外由~, は,.f'>r,j.'-!、!II.ひ':ftを含む 'l'Nl Iりサー研色
·t~~ 外邸阻転へぅがJ やや即・ I -t,ii日色

I 

s s.A-2f 十紬硲 ,J,ffl 
1rurun r~i紗'"· 及び汲l;l:JJ~f!I-

I 

R:'ll小杭片 内外i姐oJ虻ヤデ．外荘托阿転糸切n如 良M 内引—;ae
を含む紺密である

， SO lh 屯臣 IF 1111 邸

" ロじからff.l屯片
内外心llllfr-1・テ．外荘吊団転3閃Ill),

的細なヽ lt>・さAl.及びl-:!<w11
良好 内外-~Kl噸色

~, 某色内を名<::r℃ やや粗い

10 SI! le i: 直憐 Itヽ 11.7 8.7 2.5 口IA/'ill<hrll.f¥
内如:mによn糾塁，f,Jlj.¥'f!l陥わずか 血叫れの“粒条@.f.l,虹ざ3
にl•I転.;;v,）ヽ． 且ずィ含む ＆朽である

llll 1'1+1-位字色

II 速 lb k帥溢 “ 
ロ柑舷Jヽ!ill¥ ,,, 外面回わr・,・. lmmoo&U>I-/'j¥ • /It色f.;&そ多く ゃ，．，不n Iり井一淡f}色

:II, やや胃11ヽ ーバ!!!fl色

12 Sll-ld I _t呻 小H Lll 
Lilヽから底母I, 「じ事からn>,1にtillこ

:ilillilll托1:.):~ 潟、佗不町
Ullltlは r•')紗 flt ~ 色,,.及び苫 r-A 

内がる． 屈を↑・紹'Mである， ぐヤ
1';11-l!t-炊色伍

， 

13 SB-lie 臼臼 "' 1 b濯小筍K 内外,.;1頑転すテ．＂庄年 IE糸l¥lJt1
!nunliJ.-1•~,t~. Ixび微量の~f)

凡u 11! 外トー尺芦色
を含c.饂銹てのる

,, ~~-1- t峠盆 4、Ill 饂廿＂し'・
r-11国l•lEナ 1', 外,A,-—湛序和りため置 U皿閑後の白色紗litii. 痘.,
笠小町 tl!'llf.回斡切り 宮母を含も 饂-~みる↓

!HI l'I外一淡以粕包

15 Sil-lb t吋岱 小団 代乖IヽIn≫ 1•1~1;,1;,11;: ナデ内l'ttlll―:y.,:i•',~f.i向
+R. 外麻氾向転缶切り

lmml'I ta,、t!vを含t・.1'I密~"'
良If 内;f-1血 I る

I□ 砂加
"' 色 f•店削釉~-. Wll岱い玲く全曲1・;.

I~ SB lb 内頑*" II; 釉されう・を 17縁沌に1,,・: は藉がふ tがみ色を旦- ,i; 碩花をほとんと J~IF 
叩f-如）I I: I 

さ唄られ―“もる士 2ま -Cl'• 砕である 淡いぷ色ヵ流れる

” Sll-2• tn, 号 ., ・ ~. l 口峰界からIi);常,,,,1-1訂片 r1外面ll!J!.;ナ' ,,m叫9製→にl•JI牝 直仰な紗1'/!・ 迄色粒・?!11をツ
ni子 叩—i瑶碑 I

糸切り St: 政岳である



表＿餓厳寺馬場笠遺跡2次調査潰物観察表2
， 

場惰 遺惧 溢積 柑稀 口丑 血 出さ 店髭t柑位 手法勾磁 柏土 邸 色謁 fl!'I 
NO 

Ceinl (cm: <cml 

18 SBーな 土己 lj, n誡;;r.. J,11.1片 内外曲とも皿にヤデ
lnnn以 I・のLI色ti! 洪旧ヨ埠を all ll'll'>-l(!IJI色名<Ifな．やや酎,,

Ill 四ーな 直吝 ;1x,Jヽ此 R甜1/Z'{;°f l'i外酒:,回會<1°i',II咋ナデウり.!/1:U 2-Jn皿のゆUを信かr 血"以
J¼ 針 I研 '"'詞gUlnlbし1北tll'o糾）,,, ~•>r1色,~,を多く ft!.• ややfl!い

-1- ー← ―i 

な ,a-2. 白紐 阿 口砂;',ll•J、院片 積は浜,.. 和色を帯びる透町枯
償繕な出色包を含むサヤとでお

仕紆 l"l外一'"'~緑色 LIii'; 面~ ~I 
る

• 一
I 

tl ~ll -3b 上咋 'f- LJ;t/;li小沢H 内外曲とも杞lはナそ 濱遭た白色"'.~, 碕tp;l,lをじく
良紆 l'lrトー弔祀色

含＆，西帽9

” ヽ••• 初一“ 上 Z 柘 S.G ロ~i,.,1,it-r.、 i内外曲とも回転石 浅罐なりtl・:JIりを少_ftむ勺
I 良U 内外一存褐e篇である

:?'J 油一：K lJJV沿 l'l' I 底等1n;,, l •>i外1Di1J li!← l心か）．皿 fltli<. 紗II・名ll)を少~:tむ Qtf 4—饂幽(il\l!
f/11)灌し；U丑紅糸切り 氏密である 内一呼

t~ SII-J! .L畑お 糾 I 快拌力ら体序•J•~れヤ．
,,, 片郎；匝出ヤ7 &ゞ 拓切11樟し1ヰ加 m議な紗n•!i出ん少_3<, ,

lえ" ,,isか-tei.色がりIll 訥密である

-26 1 

I 

25 SB Jb I:/;! 沼 小lill I 底甚1応叩¥ Jiんでいる 函記・より潟竪1、1り1 依磁な臼"'"・改細'.!!PJを多く J'!,~/ l'itトー塁但色
含9、"や即

:w !,K-,l た製品 ltJJ I J~ さか、 ほば1'"wiiこサピHf.I.r/1都で人くなってい，，，＇ I I 
．． 

I 
I 

I'l'/ ~~-, 炊糾品 1•s1 且さ印迂II

ト•

I 
I |— 

28 SK-J 注梨品 歎•f I氏さ盛 a ,i,r'ri!liにサピti~

t ＇ 

公 SK J 餃紐 .~ 釘 I I 11さli1-uほぼ砂：和4筍 I 
； 

I S!l SK-S itい、出 沢jf
I 

丑さ廷u竿サ的.-,,ビ.!,IL<*'l'{/j呑．

a1 Iヽk→ は製品 訊ti 反さ4ふ ＂ ,,,~ 士饂1:-1:買fl!i

＇ 

北 SK-3 妖製品 訊 支さ,U..1, ,.i,n・ 由に4--'il:II・日．

:i:i SK-l ,>;¥!/:, れ釘 ~~◄~o 」-_
n畑 Iね.ifI “ sK-3 長さ4ふ u はI~全,.,,.~'l'([,f 11 ．．． 

-'- 一＇ 『



表 陵厳寺馬場笠遁跡2次調査遣物観察表3

,~ 
""'I臼 霜形 ， 口a ほ径 ぶさ 房船切2 手 1細 胎士 t成 色寡 償ヨ

NO I (cml (cm) (cm) 
~ ← 

炊釘 I 
『

J5 ぷ -3 鯰製品 Eさ,z..I出

M SK-3 改苓品 炊if 反さ3.6-.. ほぼ令嗚に上口l<I柑

37 Sl(-3 訣裂品 政―jJ 只さ:J.>.

I-

埠 訊ー3 鉄 鼓,t Rさ1.:;-, ；よIt令面に小魯tftlt

” ~ -J 訳絨品 双釘 I 正さ!!U.-.. ぽぼ，，，国に;j;Uftr,
一十：一紺 ~K-~ 炊製品 毀,r gさユ＋輯 :icl'令血1こ1・tttt1;

L 

＂ 
虚ーJ 炊製品 戎釘 Ji~36"信，ほ工令血：＊収H苔 I 

27 1 

12 SK-J 孜饂 2'-Jl I 凡さ年・ <tit全由にサピけ6.
-I-

I 13 SK-l J.Rl吝 巧 II~ 拌からむ邸l/5咲ヽそ、体柘はひらく I 内外面とも馴忙ナ"'・ 底祁切n鴎L,え佑1-W. lmml1 F~>酌Rを合じ岱密·;; 1m 
外叫阻邑

糸りI) あろ 内一14!"色

↓I 邸—t 瓦阪土乙 ~l)f,!. 公｀れ/6,S J3.t¥S 9.7 t tfj;,r, 底が片全体"'1/3欠lll
内面噴,~から11tt;1.. 11:v1, たすりfl,ヤ｝ 1-SmmのiW々タウしSむ戌

JllJ l'Stl ―略じー,~苫色 ー・
i,i·t デ外K郎V:lt'•iii 窮であ.1,.

ぷ＇ SK-I 1'1;11 ＊隻 7ふ・ IIU祁小社片． 残/1111.'c体協+-;' l¢rr檄u雌守t,でi1lf•,1'.,~·,P"≪ 多,:;iしゃ tl!J Pl外→；；.... , 泡-II~·,\遥

>6 'm-4 ”漕 ＊賣 u応 ・ 氏邸鍼)1 t-1<覚 il'Li紅註ぎII Iり面葎ナデ、外if<([且による」-•方向ナ f lmmiiiiitのけRと~mrnf/Vi石を
Ml 

内外ー,~,,,色
外世9哨 含む やそ駐い —UO, りI色

47 I SK-4 , ,~Ii'. ,;fl 全体'>1/,i.¥;lr・. 外国ゆ位的にヽ.. .,.,, 向＂》 flilかい"'み虞． 内外 9碑色

令~•>11澱7t, f.',:! 泊状1111をなt
内面不定!;1,4ナデ仔面閲ナデ．技びヘ., 1mm社野>IY!tを少し含(.•, 伐•• SK-• 五即:悶 k純 四 (23.51 :~~ 仏和ビflこ9クンブがJ'>t). i~/1111:lt nぷ｛ ~•»-灰色～射灰色

線が5条返る一秤は3つか1-,カ・1'1月
~~~ nによる釘fil,.ミガ士 外~lf.-rr. 寄でみる

← 
t'如i力ら外曲IIll部に•••!ては十テ．外面 i'iitr→R寺茶(•'.

1i ぷ ー4 *rfll佃ol 円If>< (IU) (188) :Jl.6 全ll-<:>l/3残"/F nit$!:~--,、， I1 ＂祁から B常;:カ,,Jてヘフ,,」．具による燐 Imm廿~QlfJ 色.・!.色妙粒そ少 良け 狛へ月色舟,,'It!

'.  ， ， 
ナ＃．外昨111¥d紗甘者によIJぷ笠l"IJ. し合じ 函嗜で，，，0 ,t; ―llll;i@ 

oO 泣一l 上r,o西 小II ふ 3.2 1.25 ＂面に l!l:i1紅、もり 1'.tl!:aひずんでいる
暉国~1'7', I'孤如隅化のたぬ潟楚4; lnllll以 F•>碑如．加）ul 

"クトー淡橙色町外1』M転ナテ竹底))1►4t;.\'UJ~, 'e・ 雲t,-l・i'l'.J,ややIll<、 )1.1デ

SI SE-l 追涵 /]、Ill 6.1 t.$ LI 少し焼きひずACt• る
内函狐化（りため，糾位不町．外由判やナデ． Im叫む）U紐,~、微切喝IJI 

,., クI-埃橙色
外底illt!t"4H糾が） を；Wふ巌脊である． nor 



表陵厳寺馬場笠遥跡2次詞査遺物旦凜衷4
＇ 

直怜 ii虐 器 基形 口径 底
NO cm, 、am,

滋 SF.・I J:/1雌9 小D 6.8 ;, 
I ,.._ 

刃 SF.-•I 上帥笞 ・J,EI u.8 ~3 

5』 ~E-1 凶西 小ml a.q H 

I 
!<, ゞ I Hヽ z; •I ヽ~l 11.1) a.9 

56 咄ー1 士ぼi笛 •I 、 Ill ;,; 
ii.O I 

SI SF.-1 J~ili 小• 76 9渇

58 SE-l t姉匹 HII 7fl 59 

INooー

約 Sli-J 上師沿 小nn IJ•l 9邸）

QJ 江ーII訟9沿 小皿 ri.o 5.7 

“ 
Sh-I 臼,-i; 小1覆 ~· ;¥'lf> 

"" !,J. I 北~,.t. •l•ll' （ 

., 
,.i I血 I '-・"" L~i消 ・-,J,111 "・' r,1 

出 ISE-1 ~r.jtl •I 1m R, ... 
ra. I況-1 tn1笞 I K2→ 53 

66 I虫；ー1 I涵1'' “ I 111.ll 7.2 

G7 I ,ST:-1 

ゴ”
1116¥ ,M, I 

I I 
|岱 SE-I 士h睛I i;r, (120) ;,p I 

；；；；さ 恨諮特徴 紐社菱

iO'l11 

l,;:; 口泣て一K名片． 内外面凹り,_-,.~. 外旺ぼ回転辛切り

H Cl唸え,;,,~S.:.f る」 内外llill!!lf;;ナ"・ 外吐品囮に糸切♦),

1.55 口玲11,-~和l¥ •~ し侵さVfんでいる` n外l!llTulfJ:--r 外注砿四Kふl;/IJ

I.Ii Wtヵljl>かにn;・tiiJ<. I'! 外五団c:+'i.碑 hl'Pil球 U)r,.

1.r, ロたがひずんで,,る µj外暉七ナテ-~冗郎回F来OJI

l.i ば f"ii'~I u給ぷ..r.H:it<, "外雌蘊しヤデ 外吐庄梱転,!¥OJI

1.6 iiilJII・, r•i• 紐1渭t.-c-ァ."lit柘匹'・""濁"

1.:: は加：1i'll舒ii
内片両回転＋千外じ洛~,t;条切11ft、
朽ナテ

凶 良渇 r'lfピ呻"''十デ、11<m輝,r転糸じ1n.

1.1, Ill、;J;J', 内外面o.... チ.,,;MlilJ~糸切り

I.I 1.11~~111吹 ，
内虻回!i・ャデ牝び不士ヽ他l'デ ヤ1面
(,,11,:-t デ ~i(IJ.1~1',,~,11)1)

I H I l1J;;,r.it, w~sを l'f,t-lC 欠く 内外血J,f+ギ.t頃 f'l'lo祁玲池Jり．

lf. 1~ さ：：;rんでいる， I I'llぽ罰I転.,..,, 外邸r~転糸切,,

1.l>+、9 ,;~ 司，II
I 内面回転~~及びf,)icl,1句1f. り雨
fu)t.1デ外れ渾nJ杜k1li)IJ

3.6 c:n、~-峠濱11 'I! 印F屯出．
I 1<1iiii佃 1;,i"デ及び不定11,,,1ナテ~ 外血

回,~ナ"・ 外比絆lnl"~り）I) 

快外さ'I illに11¥ら＿くUl&l1">!1't1¥n
t'•Jilll~ 転i千 r,曲沢ill栢＋テり由

.!.:J 翻り土ナデ外ぶは回転午切り＆び椒
ひずJ...-~I ・る

t«~.. •Jl ・

邸 良面ll・ 内外面屈t,.,..,, 外1,itm:ri.ふ~I り

馳土

氣竺,n~Jtt,合ヽIll.lllrt'ふそ，

lu1mJ;/rlllt'.lebl, 和｀贋笞山5
迄を含む.iil必である

ln11rul fiT1(1色ゆ和を含,,.ャ
し不穐れ/1lft/f.•

lmml:I下"1( 1色r~•;_、国鼠IJ)'?j
0を合t 緻芍：tある，

lmmJ:I下の(1色紗lit.II:量の；
母を*;,面でふる．

lmmill fの(t色紗U 紐.,,,;
姿君母を含tr.箱密である．

lmmrlTVJ!I¥研 1り合含It.紺 I 
名でよる

lmmt1下，nふt'!!.・, 色砂!/{含
, L・ T.;,t硝がツ1HVっ．

l!Tlffll:l. ド<fJ{J匹HH・わず-,,,,_

含む．面免;':',,る

11色 ・ h色砂•i 位旦.,,:忠を介
む．やや不雌~~・ざ4、

LmmlH. 『1(1色1ヤI,¥./illil<ll宝
PJ を~t• I啄-.; る

tmml1卜のti色M)r.111.of>云
Bを甘．． ゃヽ 9捐い

lmmll lヽ 磁I!!..fl匹 lYI¥¥ I 
望力h咤苔I)を:I(: ""や胃t.

恒玩 e祖

良~r 内外一引碑色

.fllf 内外―町中田色

且紆 内

良U 111~ , 紺禎氾a

郎 ＂叶；俎 ga

出りf l'·l•fー？糾qi:z

え¥/ "外一凸←j/(1Q色

Qlr ＂外汲倦色

凡M 1J1外—i没褐色

虹i lり外一淡辺色

丑外黄紐

Ali 11やー淡叫色

|内外一知＊紐
r~好 幻只岳— rn-紐

ln叫下のr,~妙杓贔1,M石
蔓,t~L·. tt!iilで,I,~ 1, ば成II内外ー(li'i色

'"""Nド'>(I色砂＼砒iilJJ石
良uI lll"f · ij~; 褐色

柊をAむ，数市で今己

底 ,f',q,11色暉、臣1110:ぷ苓・ 1
芸屈をさむ 下峠杓1,11{ベ:..A ,<r-.:, ~1t了 ＂外 明王褐色

l面,!'J•,t'Jt f四•ttを,..,_や 1
やm,, 暉 ii'! ー終紺色

籍名



致 陵厳寺馬場笠道跡2次調査遺物観寮表5， 

_

2
9ー

- - r 「
這NOI~ .!! 項 器穫 云給 口包 巳lI ;;; さ fj奪4う~ 'l':S け~ ll!!J.. .... 色デ 日ご

cin ,o叩 1cm.. I I 
- - 1" t ナ＇ 

,,4 ,~-I lli加 Jr. C? l ;!I 2_; I如＄を”‘・くが記え1, I 内外向I"・已・►O\'i,'Jfil,,;,珈 I lmm如l ~：少 "••Elfl色,l.-itっlfc:; む.f. I ni, 咄—l'.i叫紐

t臼皿即位rnヤ Hc1t.• j 
;u ~E-I J•mi,; 11 11:?.l) lh l) :i:i n必濯1; 内外1ii,J""'・デ.n只回r,cむ i;J ~ I Im叫Tヽ『lflf,i,)f,•を年心沼:. Iさ<f l''! l—- ; !l!S_!JJlll色f,; 色

~ r , tふ-{-11, •. Mで•mヽ

"l t >I: I t匂；ら ,,, ー 豆 心 沿溶をn,-1J -• • .. - 内外U呻位トテ. "~ 可•IJ 0·,· ll ·)~ ひ I'""''~',i)I\色 r·色1~111 を3 J; 奸 l り外—嗚l!t色. I - , ., i, 戸 '/lふり． じ． 徽;;;-~ぶ＆
- '  r , • I lr1tt1d~fいHl:iゆfii, 品りl,,定;, I~~ ー1 」直,:a ,,IIJ に I r紐） ; . lit祁II— □,:,, 屯かにIll<. l'J店田）"{'"年叫心り． ・mを含t ィ、礼柑d少Lll立つ air ,, ヽ外明,¥jl-J色

I I _~ 

•,"1 ベJ::-1 lllli:i u t:!.:J J" /', I 1• ,,_ -,onmfl~J I糾Jll1f1,:,C氾~II I'll面 11 1 •1西四'H"' >Iii\屯・f1lt 合•:;Jn l -2皿ur,·•·~·色紗1冷 J,a I.If I心外— l '.'..1,g,;,I 
にス >(4t< • • ~ ill: 古ヽ,.. 6 ' 

il 泣 l I~ 庄 '" 112 11 ..Ji 匹 n~;r; 一1如,.,.n~ 渾1,¥1• ..t, 心 Im , l外'J匂・ト面か1!,1陽+;.,;1,テQJ.IJri民~1ヽ心,;,,u.,.f Iをmm含む柑·JJ""fj岳色で,.,,あ~~う-illolカ::it UH ガl'i一ー町日色か.i>J色
I... 1-- t ' ..... ← I 

l' J1/ 凧化のた,,,,~l;!{,'-IJ 1111郎宮" 血.-,fl:/,ill 色11),~.:..漱鼠,,,,,.・
、,; o,E I .IJI)<; II' 《ピ 11 11/,i Ji) 口.. '<-0'<がl¥, 岱~Aし,和UJt1和;;11,111111,, ". n:. やり,1 :;11 を~!. 1-+l~ り少Lll1).-,. mr ,i外、・坪池

;,; St-I 且,r., ,J、Ill ,,~ ... , I .,... バ 虹 Jt. r'1畑巫サが認r;,jい". ・如 UI'), IIJJJ・!じ,,~I OIJ~ むf!,t紐t,ぷ,・依:、恥べり.ヨ, ARJ 1'1'1 ;・ ぶいR碑 I 

1-'.i,un,J't,••,4-色f>なを·~-.~む
万 Sf.-1 」nぶ Ii• ti知 I い 心 幻面血1 、り平~-·⑭ 111H晒和・rr.嗚部布バ迂11. 1血~•J 「>l)( J色m,1砂舶1i' l~&r 内'1-四i..屯氾雌にe 

マi』4

虫i!l・Bi:lゅC llllil"''!f'J・ 
1" oE-L U)z; If llふ MI 公I 01.;1/f.-[む印¥ llかに弓I< 1~tl1l,1i<tt-l デ. <I咲串1•!1€ふ切I)• ,..,), をよむ f,'f!llヵ内ぺ渭111. 氏lf l'i外 '~ 其褐色

;9 I ,£-1 l:llヽz; ... 四 心 2.7r. n知—.....,.,, .. r1.;~,-卸I .,,{ I J'Iヤ1;;;;匹,.,.ー＇`認 lヽi匹切J I をlm含mむf'/、 ,u卜畑色1,1,が~:少.c 冷I鼠I江,,'_!つi)j， il<I 111外 1が生色
トー

•リ >I! I .llll<I 伍. 12. う d.7 a..2 :t,r,;;li, 口R砂 Iく淫奴． 暉デ，，填砧ft：J!•l•i':四•,暉;.i整,,心町 =4曲回転-,. l登mnJ:l,~r;'J'tAUI"(:;.靭紐1を11'1⑬してい極る・ J,if ,, 出 紅坦

訟托ヂ・"'-"

I I 
l'lllr副匹.+ー !'11l1r;'./f,r: rf,11;1''> LmmlH :19(1.,!•l ,o ,11ョO>L

NJ SJ← • L .llif石 I ，f w, .<o b.la ~.,rむ'1 I lit々·信 .?•1-'計 < 咄笠~·見叩Jり一湛印げI(( ・'<を紅輝つ名， 的 呻—''I( ,り,/II色
I 

ぱ l、£ II Jjlj;r, I If lt::,,1 ,.~} ~.J LIi、I'll>¥ I,,, ヤi醇 t1"'・ • 匹如珈1 l生mをm含•~むt 蝉Ii(,;.~咋もこ醐叫9 庄tT I勺外 IIIIJ,潤色

＇ I I I ' I 1nunq I I白色け島・，をfr!.:"' ffーk直氾
叫 ~1, 1 tnP1'> I ,, 1訟 b.J I :u ll•,11! 這,,.虹がJI,訊心. l'ltl匹I デ， 外U:1'1•1応如. ,;, て.ぁ< lll/ I』,1一灰芦褐色

d さE-1 : lJll.r;. I •1 I r四, r•.•1 I 3.1 I四 IAt'rol¥111 r,lfl"'fl. さそこ， l'ln醐f.'~-. 碩叩I知" :;, 言~~か雌1加を:rt紐 恥 ' 閑ぶ芯炉

I I I I 
1'1"'11Ylrヤ-.< .•i~ti;«V, 藷・l-Tー・ ti Imm-:( い I臼色~,,勺．加~,•,u

ぬ ~ l I f DIZi ~ ・ （匹） I~I) ~.I C'I心企頭I、一ぶ畑 年,,ザ ;.,.,.;,11ヽ>]f;;如） 峰紅 fヽ的杓が少：Hど＇ 且ff l"炉—．極



表 陵厳寺馬場笠遺跡2次調査遥物観察表6

I I 
遁褐 邁暑 碑 讀¢ 口桂 底径 頑iさ 彰＄栢笞 手；；；＂岱 馳 燻 色閲 備考

NO iom> 1cm) !ontl 

的 ;E-1 土師i怨 "~ na.q1 は2 3.2 I lliから 1~6111\ l~/e よ り外に旧< 内外曲；；1転ナデ外汎郡虹伝糸tllO
tmnl灯 ¥llf丑色砂い隣Jill)!!

良" 内外一巨紺色I~ を含む 1ぶ~Jrが少し Fl ~っ

切 SE-1 土糾

“ 
ほ知 A.~ 3:J ほばl0形<l!i!iiに｝もが闇分的にlta, 内Jnl凪転トテ改ひ4濱切向拍ナテ外面 は四以下?>1'!色砂粒．微塁の!I flt/ 内外ー1り星褐色

M転ナデ外底笛日転示切り rサを含じ 不純枷が少しti,t-~ 

邸 s~-1 L面笛 牙 (ll.~) 19..1) 2.v IJば邸片． 111Hilil孤~If. 外託呂~it.If,切り．
ln1m以l'•-• 1~1:,,.t~. @rl)舌

良U 内外ー演橙e
日・石苔を含U ャ?Illい．

曲 SE-1 七h紐｝ I< (13.0) は6) 2.7 illi'l'li-t,i~Jl• I屯かに開く
n函回1云_,,外面l清伍ナデ及び不古J; 血"'社研・1色砂粒既ほV,石英・ 良直f 内外一訣褐色
向ナデ.?!lit祁1"1転糸切り，． 名母を含む 不純掬が少しn立つ．

貨 年 IIナ．匹 “~ 113.l) u は9 nil郎,1. I勺•f面1"11d·デ、外択郎回事硲りjlJ
1Juu1l:{ r'l「J色紗粒．岱_;;If)芸

凡 円外一祓褐色
IUを含む 4鈍 物が＇引し H釘9

りl sc-1 土細石 ＂； tM K.U 3.3 が合ひずんでいる． 内外1、旧転ナデ． 外m氾じ位．細~I)
h皿f匹'll色・麺・ 1'1色砂,~

良好 l'Wf-lil色
を含む函密である

9'l Sピーl _u頂笞 年 (ll7fil S.8 3.1 じ沙]¥・ 11l!fiAih~fJぷ~•. lfi計r,1,11礼糸~I >)
hwu柑刃，~e紗9立. r.-.lil?J注B

且り (11'1—閉，h瑣托色
を含,_. ゃで1Yい

lg_ 

知 SE-I 土器 J+ (14.0) (7ふ） 3.2 劇面1;竺阻子を合ん虚t苔．僅かに同< 内外躙叩，，ナデ、 外這IDlf~¼lりJ り
白色砂粒・微,'i4:l31¢を含U

艮~, 内外一但色
蘇密'l!Aろ．

¥l4 si::-1 土師臼 白f~!f1 4.4+• 
小片 芥由に'Jj;f<Iをィ以,l!cililが邸，，，~,,二 l'i l'lliiff•l転す，，，．

Imm以卜<11:.t色妙粒 :!.llil.r, 旦奸 内外ーm葛色
付&~

長を多く含む.~•~1111> 

9S SE-I 瓦買t.悶 す~fl. 4.(-• II虹片• I.I樟哨祁が匝かに久租n 内山り弘•I ヽ,.グ11 外曲蟻-t-7 1rumr. が注白色砂粒.r; 姜を多く
迎 ,11~ ー在拾色

含むやや粗いャ

嗚 ~~-, Jiu. .. I すり衿 4応..ll(t~'t. fい却下位に安テが砥.,て,,る r叫凶孔によ11;如 4渭l
lrllll1Qifい）白とゆ社．沿量り）角

やや:i<f!
内外"1-白'ltl)).

閃仏屯0を含む．ゃで捐Iヽ と一忠庄色

~7 Eヽ-1 瓦百笛 1-11外 f2!1,SJ り.1.. , rlk\吊ド•• 内繭I"ケII.及びす~14. 外山ナデ9
lmut界の白包1-1-tiを多く合し

fiV 内外一淡伍色
相い

!'El SE-I 瓦買士石 す,,Ii- ILl/-M nil缶小沢It.
内I如 ケヽUltびずりIJ.rJ曲LIiぶil•·ら 111匹 ll!IIJw戻をべ＇や名く合,, 且tr

内曲一仄黒色

外面にかけてl,';7i' 中で柑い→ ぶ一白灰色

99 SE-1 瓦 半瓦 小片 凸lilltlr•りI!、I!!油,1"'・ 
1Jrunr,~,r1~ ゅl'v.渇円を多く 良;J 内外一沿咲色
含むやt;1fiい

I 白"'"出L !~ 色忙ヤ気沿を多
1/Y} SH-! 「1紐 lit 2忍 ・ rni洛片- fl(/~ 氾体；ゴ薄い召囚色をi訳9た逍町枇 A好 内外 ； Miixel ~ 冨i

く含(; ~, やltlい．

IOI :;t.-1 白磁 Isl u士・ I I~ 祁片 fl:tl 洛i-f~I:簿いら".A色を笞びる遭閉柚 n色を土し、：l遥粒・ヌ泡・紗 且射 ＂外→急て蝉 11/11111 
'tuを含しやや即ヽ亀

立→ 1 碑
内由.&!}外血氏f廿邸） 紐1. 1'~(!1.. , 后 l'l-演臼C

四 相 ~R 2.4か・ 直片
|びた透罰1粕外虹：坤tuli.e.勺が1に 1貨白色紐し．忠aR~也を 且 IXll1 
ょ』）沼胎 多く含むヤ'<'l!Iい“

,tf,1./ll-; 怠貨帽色



表陵厳寺馬場笠遺踪2次調査遺物観察表7

遺帽 遺揖 碩 碑 ICl立 庄径 高さ 形紐諄嶋 手法り炭
NO 

拾土 胡成 色曰 憾名

向） (an: I 1cm) 
， 

I¥YI S・一1 ＂鳩 IID I (!l.b) 吐 0 LLFF祁片こ
吐Ulllばr:r~I+に薄いIぷ1mを褐U酎式 l'tc. を4し、屯色「れや叩とを含む
~, 柏．内如：暉がl紀 亭で＾も

且好 tll!!-!i<E1色 11-山

-l ,Lil-o 104 SE-I 鼠g四耀 薗 f.llJ昂片''>!面に1サt人が多く＾も
~ft~i':l+に云緑依包を寄びるi'il'1釉 浅'"色をりし !"色"を極めて償

内llil:沈鏡が2灸 かに✓~It- 鱈てある．
R好 ,~ ー濃,'f;.(!!' 1-41> 

トー

10> ユ ーj 包記lll!霰 !l'J 56 2.1¥5.-.. 紐片．＂応ぶは露駈JI,てお>1.Pill'. 帽
届わをほいた全面；；咤註灰eそ魯t.•t:.這 求灰eを!jll,,霞揖なlll@I¥!を含

に1が打 Ill釉 む ~'tJ咀い 且紆 ＂外一弓紬 K色 IV類

I郎 地ー1 低皇窯平;/,ii
小1-1' I I S>• “白（ゃ」ヽ lo 浅?iS:'/:t卓に沿い*色<柑びる予遭哨軸 11<(1色を¥し． ＇＼＼色粋と沢氾をiii 分閉不明

" I かに含し、ヤやや相，．，
良ti 内外←淡水色

小JflU:い

lfIT Sh—L 岱5""-妥匹 I 8.0 I 日,;.. I 血片
9青色を叩9這咽,.汀;:こ龍ll>Lた 1,,_色を＇孔 .'i!l?!ri頌かに含な．
餃．函111,1,のみ前をい団Mべしる. I磁索であふ 良り 門”ー，"伍 分類1

108 SE-1 I~ セZ最占蘊 均 S.0 us.. “台から1ぷ/1,lん段 暉 I・↑まで直咄匹的這,,,釉 1Iか口灰:::色""砂t'.し＇如 9と碑をi；； 内外一'lim!!
外店忠I~へうケズ1/ta l)母阻． “宅でわる

B力i 霞rばi—If<~色
J -lb預

1の SF.-1 日屈丑日誓 拙 I 11 •• nit郎'1 浅存8冶：rク1•3,,汁粒eを魯びる這lfll袖 I＇,~ 位を虹．邸匹iをかし紅な．
I 訟術である

良好 l'l外一汲1引給色 l!ll 

1311 

110 SE-I 宮 --k,t 訟り 17ふ幽n I l~-i!:21+ぶ杞←、；E月'(,I), 
内皿口隔ぷ及び，和田~r·r 1咄血和お 血nfl'のIll'色紗約々名く含む "―哨杓橙色

より釉方内Iデ ややIllい
只好 外ー,:み色 外面に自槃H

芯 ~I灰巴

Ill SE-I R情 ＊憂 11ふに ＂喜~EU叫埠訊響ニ
内1叫町1111'/l頃ナテ'1}1臼りび内!fit+僭 t lmmll'のUI,包紗、＇を多く含む3 内一閲茶内色

Gllill: のため潤杞ィ濯i ややfltい．
)ti/ ぶ外ー9糾茶色 1!1几向ふ

I¥JII<色

112 邸 ー1 R渇 k賽
,,、IIH!Jl:1'1下邸ナデ尺びカキfl,llfii1il'<lli 

lnimf紗氾！色紗?lを多く含し l'l-呪峠ぷ茶色高
117ぶ） 73'" 紐—体名威片4 .,..,. 外lilifい忙,.算T具によるナァ外 さ妬9こft呑柑

面E界遺ヽ和がり影響で讚虹不吼 々~nlヽヽ
艮U 外- El けるし)}til)

必ー'l'I灰色

113 況 ー1 木W品 F引
囚側には紐み合f>-せり）ためVIネ・/があI)、

釦：付苔籾
日さ04 {'f.~'"'"'"' 椒.fl. tH~it鶉&ti:.怠われる. . b~'I.>、1心にll/(合のためのF.lffの六が いるし1)ff!)

Iつふる、

114 SE-I 木鵠治 11 
Uの~Iこ網れf! 1/3在.,碩I¥ rJは広

別，れ口1-::≪かれて．炭(tしてし・るン
帖咀と.l'ihれる

．． 

ll!i SE:-l ,f; 関品 t~ 小さなH |先外を Kまかに加先ネを尖砂る．．

116 SP--1 *111/J, ·~ ＊となU
| 元r~UJQJ I浪 1よ鍾認でさない.k1iiit磁
かれて尿化している

117 Sl>-l 上叶訟 ” (6.:!) 必枷1/l残I
窃耗によIJ$1使不屯底活IIJIJ駐しはliJJ 1皿""白色＂をそ く含な 1, 外一佑円色
紅 磁宝てあo. J.l~/ 111-11¥r;.1-]色

118 Sf)-J J:r,li料 ff 16.l') 紅if;UJ人そんでいる．
!!flt; にJ; り製l:r-1ヽ~I 底郎C!lt/ffiしば固 微訓な臼色1;'!!IJ; を多く含む
鴎 l,IJI ややlい ii~/ 内外一械田色

110 l;j)-3 Jt霞十岱 ·k.f~ 
＂舷虐蔚片 LI柑氾下に2本u,凸＄があ

外面はケ；；； •JIH- 1' 内曲はナデ．
た凶.,.fl)出色を任かに、h皿

り，その1111r:ス9ンプがある 以1'"注3匹mを名く含、 111ヽ 只M 内外ー淡門灰色

-'-



表陵厳吾馬邊堕遥跡2次調査遺物観察表8
ー・- --r -

≫NO • 直渭 gき・和活口丑匠経・ 高~ ;ii鱈4~裕 手法均閾 藝と 知 色積 ,:.'!! 

,Cini OTTI i向 I
LJI) SJ>-<! .!Jlft,i I!- l四 I I ,-.1 1 1が~{; ~tt.., がり,, I t'•I詞切和.,.~. It奴tデが） ~;;liW hamよ.I―F'l'll色 ・,;;@rHi;, I hl'f I 1•1~-111泊色

• l'.111し1il>IL函wn. ,, むぐや柑I • 

121 I SL日， I I心 I I』 9忍 1'•:1'!'.iぷ., .,.,ーが）「I)!~が知 叩ね切ぼ；mt'"t千 RM.叶 IJ鎗し 'll>•l•c 多I匹＇叩含む"l'≫罰tlt!l9M• ・l>色,,を ,w 11•~ 外 付柑e

+ t-

1:a,; I ,1, .. ,, Jr.ill I, 、7.0) ぷ釦I四；r, fff托t_t>)m)c;r,ijJ 隋虹illり色巧を多くSも "f'illJ ゃ'f'{,f.1 ,IJ;111-,1 ;~,; "'釈(り1色

m I'1>ーh >,~; ·J,l j• J出託遠沼i·lil'11. rM地:t:~•L': 9勺11uucもt.1~tt.i叩9艇l い伍 Ir,_~』な l!,'\lt性が1·;;な，泊，K !,!</ 内'1-・ロ峰
... 石吐を,,・：t{, ,,u,11 , ある

ia~ 令I ヽL>-111l .LoJ,; ,, f , 1圧 l如 -1 ＇叩糾Itか,,,,,, に1:l,11:.1r、,1ら.>.-t氏をHM,. I f.¥'IJ I ,~:•t ••"0. 

匹 •J 、rnl ,, 年•ら畑jl正 1 1'叫Iにlnl f•,ナニ ぷ;;,vir直しふいII 百叫位心(1色t,"Miか'-~fo', ,,1 暉 l'I'日ー貧血
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Ill (,\..'Ii外面に．叶•ltll~・ふる 含て圧これ_,. m,, 』
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111 Ill上 1;-jl さ /l~ ' .; , !11'!';-(1!;;: 色
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l'.4 ヽヽー" l.Jn石 uog, 1,2 a心 p; む•ti碑,1 . 『m,紐回9豆'• 外~:l:、"い'1切I I lot 1/ をft I l'•JI> -.~~~ 項i

_ -'i≫Il1とそし,t,;ォ，， 内茎~l"虻 L:JI<, lmml" 1--'> i il:,!~1i:.1'1紐J;IJ を
1山 Si¥ lo I lltlぷ 1 小Ill 12 1 l叩かりt名1屁 1r1 11 ,,._tJJ・ t-: ;it, llli •. IW l~tf→心色

J¥D I ';.¥ I) I .i<io I 禎 一 I I 口討がら1~';(, I・I l✓ti--11 I Iii: 北.: ti liii,Jfl,1frサ，,.,.,,は H心f•が1u1.r. Imm!!,.., が1:、そ;'111.配 ：で 良り 内外紆色予
··~· Itく. ;i;-.r: 咋 fに I?い が記にI•l~/1,lt配： 9であり ある 1 収巳IWP'濯fb!b



表陵厳寺馬場笠遺跡2次調査遺物観察衷9

遺符 ,, 員 碩 :Sfi ビ匡 a廷 名さ 形名勾鯰 I 工法糾1lJ 叫 I
， 

NO '"上 e只 ]ft~ 

cm) •crnl ／じrn

＇一 ← 
117 xヽ-1r, ~ill ！髯 I "母:,i;;から f~~•l'I•' じ5\1/+ l'-i'11,jl(Iとも .,, ..,. 1』o,uJH,.tHlを↑な岨＊で サー辺'"色

のる
Jll:.t 

I勺ー濃l~fil
．』 t 

紅あるJI洩(( ,t111叫cc\i'11:,·•位 11.;• I りれふlとも1,0,,デ， '"'"収"'''加：山、叫-.I 118 Xヽ Iり !(;;; "' 17;;) 且合J |内外一茂）h色
ふる

＋ I・

IJ>¥ ~x 1:; Ji.ii; 慎 ＂は圧＊う I•部 HI凡~t~·竺(r,: I,..,-:; 面I.I ;I,,<血とら 1キ外1にl~d•~btl'ti.lJ 比"~、,,、li'-IJ なく洪吊で,.,る 且l/ •fーl.l'i,.<,;--"-€
印たに削られて，る ; ·I~ に•I • , .• ~ しが加吝である .~ 一fべe

＇ I 

!,JU 汰 D 反；r; U尻,,... う外湛t1,v:1t1.11 I•""曲とも；ハ lmml1 Hlti-1, を 3む •1~氏9
IHI ,1~9ト ;!_Ir、色

-~ る

J.U ｀ヽ—,~ 皿raa; 1-hl~ II~ 早・Iヽ`片 I,, 呵 IIとも1,,,,,,ザ． hmnllぃ'>t少9刃豆3む kふで l'ltf I>, 色
ふる

IHJ 

M1 雰嘘 l:ftil:i IJ 11'.H I ;1 ~j, II位をギ穴・：. 1:11tJ;:n nHflC ,,、"!-ll'n回leナ.,-,I'! 山八逗イ・とりた↑？ lmml''l'の「1は,wをクく含む n外ーl!j.f,Iり色
UJII釦L いにu.~..る． り芦問牡方向,, ＂的が•Hllv- , n々 9

14~ 叩坦柑 J:/1, 註3 小111 "'ふJ r,, 勾 1-:• In舷:i.•t
,,, 外面ト軒： t "' l~hむu1: 'J;H;•,t(t l11uni-J. ド）II色“’，.徴id">;; J,t,- 内外 !O!>l~,
デ，りfts."J.i"I転.,,じj! tlfi'Jし. ,.~ ふ＇て J';?

ー器ー

1-1-l 雰兄登 血出 u (Ii lJ (7") :J.• |らC恥 ljゆ I、・:;!Hr.I位：と呼？に ,, 内而同1t--t~ I'◄ 衣.i~lt~lーよ t,潟 微！ヽfJ{!_f;, ,~ 1, ,を少L,1-u
l'l外 A祖色iiら1がそ， 『f~I U/11奮Lふi,,.、MUJll 訟し付である 且KL

14; 恰地＂ L叩5 "~ 12卓，； "-0 3り l1心是',,I I'<を lJ.?、•: .,,.~ 祉!lil;J •. lf1J~; 如しふVJtJ
1111,nl'L >の,,,i:!約『1,.f;-1,i<'}・J, 

lli<I l'J外直j-lfJも渇色li1.~t· t11·F,·~ ふる

I tG 畑~I 瓦'i.l石 t1i! o:, •t濯→~Wl·1·,iwte, . fJ','4>はやや!i.111 <\ E~/0.l II闘岱fJII,~Jr, 鮪し，かIIふ lm111l t 1・ ヽバ l色．＂色'ft~-~,身 I~-債'"色
をHち外 Ir,:・,it;l_i IJJn ;;1.:':'や1111 やや小U

外 iら炊色

IJ7 笠叫9 且1¥i:名 心ト r出咄・ 叩i~ 』-::,fJンブが1ザ1-てI-,こ 1、四かデ 1nunl'J_l•m1色糾I ,i,t i ,"i七 r直一帆~6
也裕又らる FL ，4討ー'"玩¢
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,, 直遠叫U色 l
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14" ば屯 上r.llUill す•H~ !XHI 6. ぷ•
"玲祐殺片 I Ii~ 溢i:PJ<ti,1'雌11へ射IJ 外両江直←-=-. ·~ 由はしさな浮IIU~』 lnm1l~ ~'>n伍 ,4,色1;,,令， ．． 4-: え伯l'fej I 
l!l 働lilf>I illかなほり I I ~ヤ1v,::'1iiされる. ~ そr.i:・ 氏引 H ぶ褐色

J:,OJ 屯地 白ば 記 t7.l ~•IJJ 71 
IHヽ次国1えみるが9よぼ狂 名少いず 佑六"; じをl.-{111外膚に者色もりびた」 召·~色+~t't. Si{心←名 ~.'"tl•.

心.,ー1紐碑IAでいる '1ft 外,t,;;ば趾'··"°'ヤ 70ぷ~n云IH ~.r! で .~4 li-llJ 

• H心,,叫11れ9
~ 三"'I 竺叫 ● 9畑 5 暉• 匹

lb J,5 ji0) 1匹 IW年 Ill I中砂 ・, 必fl'f直主 ~16ミれ．兄込み9こ虻，"Ill¥ 
!ii11l包を<;Llnunl'I I•'l'.lj邑!'<り

JU/ 
l'JHuu — wifl色

びる を多く:;,;, tl;jj—,''"''" 
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にI•~>«~
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（；涵《;泣t J - .u. :ll;;•n暉1こlll].l.阻 ~... r奇

如 >Jt•il -
枷•• ← 

太rutli'l"•i,使IIIJれている 1 
11,11~,Ilia 

~ 
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表 陵厳寺馬場笠遺跡2次調査遺物観察表10

遭鵠 1111員 霧桟 計厖 ロa 匠径 云さ I 附懲約徴 手)'](!き磁 胎土 俎成 色饗 匹

心 (cm) (<ml (cml 

154 位地M Ii響 b誡 1• 11¾,1!•J碩凡 !lllif全体にススnr. , 内而不定/;Ji,.ズ ' ' • 外由一甚に位彫狙
沿甜な石~..名く含か 、字で

H亀J
内曲→大色 I 

，，，る 外面ーJ出色
， 

155 表麻 I・ 四:r.:I J.j, 11.2 4.3 Jij I lti,11—虹Iヤ拿 I.Iほfll ,';111:Hli;;r. 内外I面iii&ナデ．＂面li~fil不定”向ナテ Imm以l・の内色・111色ゆ"'・ 阪 Jot[ r;,i,.;-, じrn,lll色
ff函既~~,疎,0)11のちぽ皿(I. !,!Q)食ほを含む｀紐霜である，

156 clilf. t師は

＂ 
(~.:I) lo3) 凶 全体心/lゃ>l/3残1,.体郊likll~ を•l~cJn謀 内外曲!"!ft.Iデ．祖tiil証転糸切り 1勺 lmm以下0>1'10・ 洪色</>!;fill,•

1ll やr;i高すと ;1十デみり にfro.IQ宮でふる !¥tr 内外llii-~I!\~ 術人品か

lf>'l と「i. 姐屯硲 雰 11麿邸,1ヽ戟" 内 デ内,!,ーばにCf'定1mナデ
ln,ml'l.fの(J@•!/,1色紗.,~を介

~ 
1•·11111ー訣灰色

じ祖w:であQ~ 外,.,_悩烹以色

I胡 11n ~j)lj召 斗 2.2, • ""加l磁＇片 !\ff闇下,- ~~-几が2つ 1¥J>l(]ih北．＋，，， 穿礼9よ況租1こ誕される
羹馴な紀R·~~を合,,,Iii密

JH/ 内外一浜蝉
,）る であら

1約 石t~ Ji.'l!J. ill 試田 o.s, .. 畑やIll炉"''~/,I:でつま先位分を~ffl. へつ煎りによ~~形し.,. デで(J.Iげる
lmmlH≪ 準色...お11を含む

~•I 
内外-11<色

細 である ぶーi1ll1<色
., 

100 -Ii.ti 白紺

｀ 
{7,~) ぼ/t,n・ら tl,ill!~ 'i'Jfi,ltf/ la! 伍 9ヽク ＂はj1!1~.を井びる遅,11,ぐ."暉及びi>t,r, tmmUl•,r,f:! 色粒や如＆を多く

AOJ 
l'I外ー浜I)<紘g I¥糾

ズリにJ:る笞彩 下平まで綸される← 含む嶋ややIt\'• 岱粕-臼k色

ー34ー

U¥11色を岱びた;1,11柏A・ 外外面血底底算％回をr.む: 氏色を早L.は這なil・lt1やか flj外一緑仄色
Jfil 古托 胃昂叫＆船 阻 臼 2年．． I紐 9「1咄皿碑II公9北又スが9プがある く，r曲に撓藷されている- .i!~J 

へうケズ＇，
に:ti.!.玲密てある一 貨胎r,r,-~色

柑[$和組で珀f,!t'(を厄をはいた上に序い育吐 浅K色を·~ ボ純杓ん含まず 外→託請色

lfi2 k採 心ゑ祀四 とくり (1.7► 砒~..,み牧(f. “びた遵刈釉 卜内直には印滲11 J, 良りI ・古灰色

き LlflO螺貨状のへ~'"カ渭る 面密で，，る． I'ヤ淡1'1共色

~/'.I>~ r び~るm w.N11; やヤ笥"0:t;
菌I<(ル雑只•只すf;jijl精む全,1,fに籍し． 内外ー白＼色

1鉛 碑 f.111和ト u, 翠 4.8 出tドのコりのみ様さ達ヽRふみには約 微鑓なU色忙を含 滋密である． 且&(
J:.がりの 巴 片忍っ匹できる．

d・一淡灰色
ート

府祁_,ぷ吊l"F.!\'t/2~>伍片 硲咽til'/1•・ ~"妙,~'!4!色1;を:le・.や 内外閂

lむ 及筏 田釉Pぬ 悦 (<.5) r.•1~ に；む..,, グ状nta,が,tlifilしそrnl 泊は~M砧lilt\-',',し 帖11が9罰い． f↓ ti 
r.:蘭が1J1かる

ゃ柑い買氾を名<3-1.J ふ•一へ色―決ゞ色

1,;.; 必R !,i!1 Ill郷斧

＂ 
I. 心をxlfl l!L~tiJ庄ti'. 蛇知・:貸4 側面にIii覧屯と蛮Uが祀~::さる 決lk~

＇ 
向 l(G(f)切紐回、一部にケズ,,I 

I而 Jilt t,~ 品 ふた 1!1{.i賛IJ》ふた-,まみ郎，
Tり血ーUS'!<色

t再カ・1外由ケズ'JUI ~lrAl-虫叫色
I 

I 

I 16i m ~ h料品 11¥b SJl•• 帖tftl'I製 I k—演..\,ll色
良一沿恥日色



図版
図

ロ戸

｀ 
薗

A 

ロ’’

磁

貸

．C

団
闊
遥
，
＇ 
'. F̀-ノ

・・や'

〗
曇

-
.
g
t
・，．"・
 
.• 
,
．
ヽ
9
,
•

.d̂
 

，
●
 

＇り

．．． 

,1,-, 

．．
 

t
.
.

＂',-. 

9_ 
．． 

9

．ぃ3・i••• 

f
,

｀
'
，
A
 

・[..•• 
9

.

,

 

,

＼

 

9
.
4
↑
,
.
9
、

ヘ
。
•

．．
 1 
"' . . . ・・' ｀な ~

, .. , . ::-。ヽ . .,, ， 
~., "'-~-~-
． 

＊＇；．．． 
:-c • . ;~ 

、^



図版2

£— 

.。~~ —し
" . --. 
＇ 
．． 、...
"~ ・‘-； 

• 

,B
~ ・・-̀
 
しぉゞ`』
゜

I 
, ., 

第11次造構面東半全蛋

第1J次遺構面西半全景



ヽ

ê
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